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セカンドスクール受入研修会に参加しましょう！ 

 

 

 

7 月 14日（火）午後 7時から 8時 45分 

足助交流館 2 階 会議室 
 

（稲武地域会は７月７日火曜日 午後７時から稲武基幹集落センター２階会議室で実施） 

                                 

 山本薫久 

９月１４日〈月〉から２泊３日 
今年のセカンドスクールは古瀬間小学校5年生63人。期日は9月14日（月）～16日（水） 

の実施がきまりました。 

 

古瀬間小学校で２回の合同検討会 
古瀬間小学校の先生方とは２回にわたり、話し合いをすすめてきました。６月１８日には 

小原・旭・稲武・足助・下山、それぞれの地域会幹事さんたちから「セカンドスクール日程表」

の提案がされました。合計１９軒でのホームステイ先、地域ごとの体験メニューが示されました。 

 

魅力ある地域合同の取り組み 
   各農家での農体験（稲刈りや畑の収穫など）とともに、各地域ごとに集まって例えば、 

手打ちうどん〈稲武〉 山里の小学校訪問（足助） 栗拾い栗ごはん（小原） 

ニジマス釣り（下山） 炭焼きパンとブルーベリージャム（旭） 

など地域会ごとの取り組みが計画されています。 

 

安全で楽しいセカンドスクールを目指して 受入研修会 
   子どもたちの田舎体験は楽しく感動のあるものとなりましょう。子どもたちをお客様扱いにす

るのでなく、わが子わが孫のように愛おしい想いで接することが大切です。そのためにも、有意

義なホームステイのあり方、安全など心得を学んだり、病気ケガなど緊急事態への対処・連絡体

制などをきちんと理解しておく必要があります。 

   昨年に続き、この道３０年のベテラン西村文子さんの楽しいトーク、豊田市セカンドスクール

３年間の蓄積によるホームステイと安全についてのマニュアル、古瀬間小学校の校長先生からの

直接のみなさんへのお話しなど、とても貴重な内容の研修会となっています。 

 

受入農家さんインストラクターさんはもちろん、ご協力していただける会員さん、 

機会があれば交流事業に参加しようとされる方の学習の場として、 

ぜひご参加ください。 
 

 

古瀬間小学校の近藤憲司校長先生も 
ごあいさつにみえます！ 



各地域会より～報告とお知らせ～ 
 

        都市と農山村交流が順調です 
 

足助新盛町菅田和地区では、昨年より新盛里山耕流塾実行委員会が都市との

交流から、地域の活性化を目指した活動をしていますが、今年度は活動をバー

ジョンアップして、４月１２日開耕「もりの

里農業塾コース」（市民農園事業）、４月１９

日開耕「旬栽食コース」（地産地食事業）６

月１3日開耕「石窯つくりコース」を立ち上

げました。 
 

農業塾コースでは２１人、旬栽食コースでは３１人、石窯コースでは１

８人が毎月１回以上菅田和地区を訪れています。それぞれの参加者も３回

４回と会を重ねる毎に地域との交流も弾んできました。また、各コースと

も楽しい収穫が始まっています。まず、市民農園コースでは「きうり」が初収

穫されました、旬栽食コースでは「梅」の収穫をしました。石窯コースでは７

月５日の火入れに向けて作業が急ピッチで進んでいます。一方、耕流コースと

は別に６月７日には、名古屋大学生２１人が里山暮しの実体験をする目的で、

里山整備作業をしてくれました。 

 実行委員会では、各コース参加者同士と地域の人々との交流を深めるため７

月５日に蛍鑑賞会を企画しております。 

ご案内…新盛里山耕流塾の活動状況はブログで見ていただけます。 
「新盛×耕流×里山Ｉｎ足助 http://sinmori.exblog.jp/」 

お誘い…「エコーでおしゃれな２１世紀の里山くらし」について自由に語り合う 
           「足助千年ゼミ」を毎月第１金曜日午後５時より新盛町扶桑館で開催しています。 

    誰でも参加できます。詳しくは http://blog.goo.ne.jp/asukesennen 

 

 

香恋の里しもやま三河湖ウォークラリーが開催されました！ 

～ 緑と湖の満腹コース、参加者の笑顔を報告します ～ 
 

5 月号のネットだよりで紹介した「香恋の里しもやま三河湖ウォークラリー」が、6月6日（土）に、１８

８組、総勢７５２名の参加者を集め、開催されました。 

 

前日からの雨も上がり、８０名

余りのスタッフも一安心。雨に濡

れた木々も湖もきれいです。 

 さあ、スタート！初参加の方も

リピーターも、それぞれのペース

で三河湖周辺の景色や、名物の五

平餅、地域の産物を使ったアイデ

ア料理を楽しみながら、全長８．

５ｋｍのコースを見事に全チームが完歩しました。 

コースの途中では、ゴム管パチンコで松ぼっくりを飛ばし、とんだ距離を競うゲームも行われ、大人も子

どもも笑顔いっぱい。会場中が穏やかな雰囲気に包まれました。上位３チームには賞品もでましたヨ！来年

のウォークもよろしくお願いします。 

また、三河湖周辺では、７月に山椿が見ごろを迎えます。 

是非、香恋の里しもやまに足をお運びください。 



 

小原グリーンツーリズム研究会報告 

 
 小原は、小原グリーンツーリズム研究会を月1回の割合で開き、話し合いを重ねています。 

 今は、パイロット事業について話し合っています。予算をどう使うか。どう地域の活性化につなげるか 

など、検討しています。 

 8 月 30日には碧南市との都市農村交流会があり、120名位の方が小原に来ます。 

 午前中は、バレー、テニス、剣道などのスポーツ交流を行い、午後は４ヶ所に分かれて農山村体験を行な

います。 

① 和紙工芸館で『うちわ作り』 
② 北部生活改善センターで地域のお母さんたちと『からすみ作り』 
③ 西村農園で『石がまピザ作り』 
④ 海洋体験センターで『カヌー体験』 

どうしたら楽しく交流が出来るか話し合いを繰り返しています。 

 また、10月末に行なわれる『文化祭り』に向けて「イノシシ肉をどう活用するか」

も話し合いを行なっています。 

 

暮らしをつむぐ塾 ２００８/6月－２００９/5月をふりかえり・・・ 
 

 瑞穂の「青年の家」さんが来て30年前に行なっていたという「暮らしをつむぐ塾」。今回はその復刻版と

いえます。月に１～2度来れる人が集まり、一年を通じて山里で暮らす西村さんの知恵を学びました。 

最終の5月は『朴葉寿司』『柏餅』『新茶作り』など、野山を巡り、葉を集め、香りにつつまれながら楽しい

時を過ごしました。 

 

       

山里 Cyafe（ちゃふぇ）での田植え会の報告！ 

５月２４日（日）１７名で、ちゃふぇの田んぼにて田植えを行いました。 
 

遠くはアメリカ-ミネソタ、大阪から、三重、名古屋、豊田市街まで家族、友人グループ等 

バラエティ豊かなメンバーが揃いました。 

 

４畝の田んぼに赤米と黒米を手植えし、おやつは草団子

（前日からの参加者とヨモギをつんで作りました）。その

後、移動し、８畝の田んぼに機械で“みねはるか”（稲武に

ある愛知県山間農業研究所で開発されたイモチに強くてお

いしい新しい品種）を植え、みんなで補植を行いました。 

 

終了後は、岡田養魚場でアマゴの炭火焼などバーベキュ

ーを楽しみました。 

 

今回ははじめて田植えをした人も多かったのですが、や

っているうちに手際がずいぶん上手になり、田んぼの意外

な温かさに驚いたり、タガメやカエルに喜んだりとそれぞ

れが楽しんだようです。 

                    お知らせ 
稲武山里体験推進協議会（どんぐり工房）より 

小学生親子を対象とした「夏休み親子チャレンジ体験」を行ないます。 

工芸、郷土料理などなど・・・涼しい稲武で夏休みを楽しんでみませんか？ 

    問合せ：どんぐり工房 ０５６５－８３－３８３８   

http://www.dongurikoubou.join-us.jp/ 

（ホームページでも今後の予定をご覧いただけます。） 
 



       

         のら仕事体験会 『サツマイモ植え』 が実施されました！！ 
 

 旭地区の敷島自治区では、「里づくり部」を中心に、多くの人に「敷島」のことを知ってもらおうと農山

村の暮らしや農業を体験できるイベントを開催しています。 

 その一つとして、６月６日に「サツマイモの植え付け」が行われました。豊田市内、名古屋市、日進市、

岡崎市などから、たくさんの参加があり、５０名ほどで、６００本の苗 

を植えました。一汗流した後は、自己紹介をしたり、地域の人の手作りおにぎりや豚汁で野外会食。懇親も

深まり、「楽しかった。」「来て良かった。」「秋が楽しみ。」などの声が聞かれました。 

 

  

 

 

  

 

 

 

秋には、サツマイモはもちろん稲刈りの収穫イベントも計画されています。 

 

       山里学校第 2回 ～5月 17日『いのちのみなもと 米と田んぼ』～ 

 
小原、矢作川自給村稲穂の里にて、参加者8名でした。自給村のメ

ンバーと一緒に雨の中、裸足で手植え。「もっとやりたかった。楽しく

できた。」「土の感触や苗の強さにびっくり！この感触をいろいろな人

に伝えたい。」等の声。午後からは囲炉裏を囲んで感想などを話しまし

た。参加した殆どが女性。「女の人は命に敏感。その感覚を大切に。形

にするのが難しい。」と池野雅道さん。今回の体験が、感覚を通じて、

暮らしの何かの形になるきっかけになればと思います。（ひまわりネッ

トワークの取材もあり、6 月１～6

日の「とよたNOW 街角ぽけっと」

で放送されました。 

今後の予定 
7 月 18日（土）～19日（日） 

「おかあさんの果樹と畑に行こう！」 

旭 いたどりの家 9：30～翌14：00 参加費 ５，５００円 

講師：伊藤美寿代  ブルーベリーとトマトケチャップを作ります。 

 

問合せ：足達 090-9915-1187  

yamasatogakko@toyotasanson.sakura.ne.jp     

 

 

     とよた都市農山村交流ネットワークでは会員を募集しています。 
農林業体験希望者を受け入れてもいいかなぁ。花木や昆虫の事なら何でも聞いて！ 

農業はダメだけど料理は自信があるわ。農家で泊めてあげるよ。 

炭焼きならできるんだけど・・・    などなど、 

体験の受入をしていただける方、お手伝いをしていただける方はご連絡ください。 

都市部の方でも OKです。いろいろな協力をお願いします。 

みんなでいっしょに楽しみましょう！！ 

里づくり部では田植えも実施しまし

た。こちらも順調に育っています。 

さつまいもは順調に 

育っています。 


